芽生えるライオンズ

リーダーシップ研究会
開会式
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講師の手引き

	会議の前に

	プログラムの背景

｢第一印象は永久に残る印象｣
講師と参加者の間に良い関係を築くことは、大人の学習者を動機づけるために不可欠である。開会式は、良い結びつきを育て積極的な大人の学習環境を造る上で、講師に助力するためのものである。

開会式には幾つかの活動案が含まれている。講師団は、提案されている時間配分を考察し、グループの性質及び文化に適した活動を選ぶことができる。

下記の質問は、適切な活動を選ぶ上で役立つだろう:  

· 予期されている参加者数は何人か。
· 参加者は同じ国語を話すか。 

· グループが幾つかあるか。グループは合同で開会式に出るか。
· 活動とグループの大きさのために、どれくらいの場所が必要か。どれくらいの場所が入手可能か。
· 各活動に、どれだけの時間をかけられるか。
· 緊張を解く活動で、自分がこれまでに見たか行ったことがある活動のうち、このグループのためにうまく行きそうなものがこの他にあるか。(国際本部のプログラム開発課にアイデアを寄せて頂きたい) 

会議資料
· 資料のリストについてはそれぞれの活動のページを参照する。
視聴覚資材

· フリップチャートとフェルトペン
· OHP透写機と透写幕



	会議の時間配分 (案)

	区分
	Time

(分で表示)
	手段
	資料

	研究会実施に伴う種々の事務的事項
	20
	職員及び講師の講義

· 職員及び講師紹介
· スケジュール検討
· 参加者の責任検討

· メンター･グループ検討 (該当の場合)

· 食事及び休憩時間検討
· グループ及び部屋の割り当て検討 
· ホテルに関する詳細事項検討
· 出発時間検討

	審議事項

	大きなグループの緊張解消及びウォーミングアップの活動
	30
	大きなグループの緊張解消及びウォーミングアップの活動 (少なくとも一つの緊張解消やウォーミングアップの活動をこの講師の手引き4ページに載っているリストから選ぶ) 


	資料については、選んだ活動のページを見る。

	グループ分け – 任意
	5
	緊張解消活動及び事務的事項に関する会議を一つのグループで行った場合には、この時点でグループ分けをすると良いかもしれない。 
	

	最初の活動
	55-60
	魔法のステップ
	資料については、選んだ活動のページを見る。

	ニーズの評価
	10
	ニーズの評価
	審議事項

	合計時間
	120
	
	



	活動リスト


	
	題目
	機能
	時間
	国語
	配布物
	ページ

	大きなグループのための緊張解消活動 (35 人以上)

	1
	私について 
	参加者は、カードに記載されている情報がグループの誰のものかを当てる。
	20分
	同一
	(
	5

	2
	貴方について知る 
	参加者は部屋を歩き回り、配布物に記載されている基準に当てはまる人の名前を書き留める。
	20分
	同一
	(
	6

	3
	スパイをする
	参加者は、配布物に記載されている視覚上の基準に匹敵する人を探す。
	20分
	混合
	(
	8

	小さなグループのための緊張解消活動 (35人未満)

	1
	名前の順
	参加者は、名前の順に並んで大きな輪を作る。
	10分
	同一
	
	10

	2
	ありあわせ
	参加者は、帽子から取り出した質問を使って自己紹介をする。
	30分
	同一
	
	11

	3
	探して見つけ出す

そして分かれる
	参加者は、研究会資料の持ち主を見つけ出す。そのあと小グループに分かれることができる。
	20分
	混合
	
	12

	4
	住んでいる所は何処か
	会議室を大きな地域と仮定し、研究会開催地に対して自分がどこに住んでいるかを示す。
	30分
	同一
	
	13


	ウォーミングアップ

	1
	どちらの側か選ぶ
	会議進行者の質問に対する答えに基づき、参加者は部屋のどちらかの側に移動する。
	10分
	同一
	
	14

	2
	生きている年表       
	参加者は他の人と入り混じって話をした後、講師から渡された配布物を使ってライオンズ歴史の年表を作る。
	30分
	同一
	
	16

	3
	責任者は誰か      
	輪の真中に立っている参加者は、グループ活動の先導者が誰かを突き止めなければならない。
	10分
	混合
	
	16

	最初の活動

	1
	魔法のステップ
	参加者はチームとして協力し、A点からB点に移動する。この活動には大きな場所が必要である。
	55～60分
	同一
	
	18


自分について

要約  

これは、紙に書かれた紹介事項に基づいてグループ内の正しい人を見つける緊張解消活動である。

目的

緊張解消 – 混合/紹介
時間

 20分
適切なグループの大きさ 
20～75人の参加者

(この活動は、同じ国語を話すグループに最適である)
資料 (ライオンズクラブ国際協会から提供される)

· 参加者一人につき1枚のカード
· 参加者一人につき1本のペン又は鉛筆
· 広い場所
手順

1. カードに自分自身に関する事を三つから五つ書き出すよう、参加者に依頼する:

例:

· 自分がライオンズ会員になったのは何年か。
· 自分が所属するクラブ名は何か。
· 自分のライオンズクラブはいつ、何処で例会を開くか。
· 自分が所属する地区名は何か。
2. カードを切り混ぜ、配る。(各参加者はこの時点で他の人が書いたカードを1枚持っている)

3. 参加者に立って自己紹介をしてもらい、その人のカードを持っている人を見つけてもらう。
4. 全員がパートナーを見つけたら座ってもらい、次の活動に移る。
5. 任意:  時間があれば、参加者に第1段階で2枚以上のカードを使ってもらうことができる。その場合、参加者は複数の人を見つける必要がある。
情報源: (アンディ･カービー) A Compendium of Icebreakers Energizers, & Introductions(緊張解消の概論) HRD Press, Amherst.  1992  

貴方について知る

要約

この活動では、参加者に部屋中を歩き回って、下記の基準に当てはまる他の参加者の名前を書き留めてもらう。
目的

緊張解消 – 混合/紹介

時間

20分
適切なグループの大きさ 

10～75人の参加者

(この活動は、同じ国語を話すグループに最適である)

資料 (ライオンズクラブ国際協会から提供される)
· ｢貴方について知る｣作業用紙
手順

1. 各参加者が｢貴方について知る｣作業用紙を持っていることを確認する。 (参加者手引きに載っている)

2. 参加者に、他の参加者の中からこの作業用紙の基準に当てはまる人を見つけてもらう。
3. その人の氏名を書き留める。
4. 参加者が作業を終えたら、座ってもらう。
情報源: (アンディ･カービー) A Compendium of Icebreakers Energizers, & Introductions (緊張解消の概論) HRD Press, Amherst.  1992
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 貴方について知る

芽生えるリーダーシップ研究会
指示:  部屋中を歩き回り、下記の基準に当てはまる仲間のライオンズの氏名を記入する。同じ人の名前を二度使って答えることはできない。

	. . .という人を見つける
	氏名

	1. 自分と同じ年数のライオン暦がある。
	

	2. クラブ幹事である。
	

	3. 新世紀ライオンズクラブかクラブ支部のいずれかをスポンサーしているクラブの会員である。
	

	4. 来年度クラブ会長になることを志望している。
	

	5. ライオンになってから人生が一変するような経験をした。
	

	6. メルビン・ジョーンズ・フェローである。
	

	7. www.lionsclubs.orgのウェッブサイトを訪れたことがある。
	

	8. 国際大会に行ったことがある。
	

	9. 配偶者もライオンである。
	

	10.  自分と同じ日にライオンズの例会がある。
	


スパイをする

要約

この活動では、参加者が、配布物に記載されている視覚上の基準に匹敵する他の参加者を探し出す。

目的

緊張解消 – 混合/紹介
時間

10～15分
適切なグループの大きさ 

10～75人の参加者
(この活動は、複数の国語のグループが入り混じった設定で行うことができる。それぞれの母国語で指示を与えるための追加の時間を取るべきである)

資料 (ライオンズクラブ国際協会から提供される)
· ｢スパイをする｣作業用紙
手順

1. 各参加者が｢スパイをする｣作業用紙を持っていることを確認する。(参加者手引きに入っている)

2. 作業用紙の基準に匹敵する他の参加者を、参加者に見つけてもらう。
3. 終わった参加者には座ってもらう。
情報源: (アンディ･カービー) A Compendium of Icebreakers Energizers, & Introductions (緊張解消の概論) HRD Press, Amherst.  1992

スパイをする
[image: image3.wmf]
指示:  下記に描写されている5人の異なる参加者を見分ける。どの人もそれぞれ違う国の人でなければならない。この用紙に各参加者の氏名と国名を書き入れる。
	
	氏名
	国名

	1. 自分と同じ背丈の参加者を一人見分ける。
	
	

	2. 自分と同じ色の衣服を着ている参加者を一人見分ける。
	
	

	3. ライオンズのピンをつけている参加者を一人見分ける。
	
	

	4. 腕時計か宝石を身につけている参加者を一人見分ける。
	
	

	5. 自分とは違う国に住んでいる参加者を一人見分ける。
	
	


名前の順

要約  

この活動は、参加者がお互いに知らないグループに適している。  
目的

緊張解消 – 紹介

TIME 

10～15分

適切なグループの大きさ 

最高35人まで

(この活動は、同じ国語を話すグループのために最適である)

資料 (ライオンズクラブ国際協会から提供される)
· なし
手順

講師のメモ:  この活動は、屋内か戸外の広々とした場所で行われる必要がある。
1. 参加者が名札などをつけている場合には、この活動の前に取り外すよう、依頼する。
2. 他の研究会参加者の名前をすばやく学んで覚えるのに役立つ活動を行うことを、参加者に伝える。
3. 立って輪を作るよう参加者に依頼し、以下の指示を与える:

· 私から始めて、一人ずつ自分の名前を名乗ります。その際グループの人全員に聞こえるよう、大声で言います。
· 名前が聞こえなかった場合には、｢繰り返してください｣と大声を出して言います。
· 繰り返すよう依頼された人は、一層大きな声で、もう一度自分の名前を言います。
· 質問がありますか。
4. 全員が名前を名乗ったら、以下の挑戦をする:

· これで全員の名前がわかりましたから、これから皆さんに、名前のアルファベット順（又は、あいうえお順）に並んで輪を作っていただきます。
· 話をしたり、合図をしたり、ジェスチャーをしたり、身分証明書を見せ合ったりしてはいけません。
· 指差したり、並び替わったりすることは許されます。
5. 一旦グループの人が動いて輪が作り直されたら、1ラウンドが終了する。
6. もう一度自分の名前を名乗って、この挑戦を果たすことに成功したか調べるよう、参加者に依頼する。
7. 正しい順序になっていなければ、2ラウンド、3ラウンドとグループにやり直しを許可する。 (当方の情報によると、大抵のグループは4ラウンド以内でこの挑戦を果たすことができる!)
情報源:  カール･ローンキ  Quicksilver （クイックシルバー） Dubuque, Iowa: Kendall/Hunt Publishing Company, 1995. Pgs. 172-174.

ありあわせ

要約

これは、帽子から取り出した質問を使って参加者が自己紹介をしなければならない活動である。

目的

緊張解消 – 紹介

時間

20分

適切なグループの大きさ

10～30人の参加者
(この活動は、同じ国語を話すグループで行うのが最適である)

資料 (ライオンズクラブ国際協会から提供される)
· 質問が一つずつ書かれたカード又は紙を全部一緒に混ぜて入れた帽子
手順

1. 下記のような質問が書かれたカード又は紙を帽子又は箱に入れる。(各参加者のために質問が少なくとも一つあることを確認する)

· 地元の地域社会における所属クラブのイメージはどんなものか。
· クラブに加えたいと思っている変更は何か、説明する。
· クラブは何を、違う方法で行っているべきか。
· ライオニズムにおける自分の最大の達成事項は何か。
· 誰が自分の理想の人で、自分とどんな共通点があるか。
· 自分の名前を自分で選んだとしたら、どんな名前にしたと思うか。
· 自分にとってどんなタイプの人が特に嫌であるか。それはなぜか。
· 誰からも見捨てられた島に行くとしたら誰を連れて行くか。
· 自分自身について変えたいと思う一つのことは何か。
· 自分自身について絶対に変えないと思う一つのことは何か。
· 休暇地として推薦するところは何処か。それはなぜか。
· 自分の墓石にどんな碑文が書かれることを望むか。
· 自分が気に入っている慈善団体は何か。
· ライオンズ会員であることで気に入っている部分は何か。
· 好きなライオンズ行事は何か。
· 自分が理想としている家について説明する。
· 自分がプロの歌手だとしたらどんな歌を歌うか。
· どんな才能があれば良いと思うか。
· また研究会に出席する場合には、どこで開かれれば良いと思うか。それはなぜか。
· 自分の親友の何が特別なのか。
2. 各参加者に前に出て来てもらい、自分の名前を言ってから、質問を取り出して答えてもらう。
情報源:  カール･ローンキ  Quicksilver （クイックシルバー） Dubuque, Iowa: Kendall/Hunt Publishing Company, 1995. Pgs. 172-174.

 探して見つけ出す

要約

これは、参加者が研究会資料の持ち主を見つけ出さなければならない活動である。

目的

緊張解消 – 混合/紹介
時間 

約20分。参加者が時間通りに会場に来るかどうかによる。

適切なグループの大きさ

10～75人の参加者
(この活動は、複数の国語グループで行うことができる。 それぞれの国語で参加者全員に指示を与えるための追加の時間を取るべきである) 
資料 (ライオンズクラブ国際協会から提供される)
· 各参加者の名前がはっきりと表示された研究会資料のフォルダー又は封筒
手順

1. 参加者が部屋に入る際に、本人のものでないフォルダー又は封筒を一人ひとりに渡す。
2. 部屋を回って他の参加者と交わり、フォルダー又は封筒の持ち主を見つけ出して互いに自己紹介をするよう、参加者に依頼する。
3. 参加者全員に各々のフォルダーが手渡ったら、 研究会を始める。
情報源: (アンディ･カービー) A Compendium of Icebreakers Energizers, & Introductions (緊張解消の概論) HRD Press, Amherst.  1992

住んでいる所は何処か

要約  

これは地理的近接さに基づく活動で、広い場所を必要とする。
目的

緊張解消 – 混合/紹介

時間

10～15分
適切なグループの大きさ

10～75人の参加者
(この活動は複数の国語グループで行うことができる。それぞれの国語で参加者に指示を与えるための追加の時間を取るべきである)

資料 (ライオンズクラブ国際協会から提供される)
· なし
手順

講師のメモ: この活動は、室内又は戸外の広々として場所で行う必要がある。
1. 部屋の真中に物を置くか自分自身が立って、その場所が研究会開催地を示すことを説明する。更に、一定の方角が北であることを示す。
2. 研究会の位置と定められた場所に関連させて、自分の住んでいるところを示すとすれば、この部屋の何処であるか、自分がそこに立って示すよう、参加者に依頼する。縮尺に関する指示は何も与えない。
3. 下記を含む個人的な事項について一番近くの人に話すよう、参加者に依頼する:

· 自分の家の所在地
· 自分の所属クラブ名
· 例えば家族構成、趣味、ペットなど、個人的なこと
情報源: (アンディ･カービー) A Compendium of Icebreakers Energizers, & Introductions (緊張解消の概論) HRD Press, Amherst.  1992

どちらかの側を選ぶ

要約

これは、参加者がどちらかの側を選ぶことに関する自己発見の活動である。

参加者は、会議進行者の質問に対する自分の答えに基づいて、部屋のどちらかの側に移動する。

この活動は、最初の紹介又は緊張解消の後で行うのが適切だろう。
目的

ウォーミングアップ

時間

10分

適切なグループの大きさ

最高100人まで (これよりも人数が多い場合には、マイクを使うと良いかもしれない)

資料 (ライオンズクラブ国際協会から提供される)
· なし
手順

講師のメモ: この活動は、室内又は戸外の広々とした場所で行う必要がある。

1. 部屋の真中に立つよう、参加者に依頼する。
2. 参加者に以下の指示を与える:

· これから私は、お互いについて少し知り合うのに役立つ質問を始めます。
· どの質問にも、極端な二つの答えがあります。どちらの答えの場合には部屋の右側に行き、どちらの答えの場合には部屋の左側に行くかは、質問をした後で指示します。
· 私が質問をして二つの極端な答えを明らかにしたあと、自分に最も該当している答えを選んで部屋の右側か左側に移動してください。あるいは、真中が適していると思う場合にはそこに残って下さい。
· 質問がありますか。
3. 次の質問をする。自分のやり方やグループの性質に合わせて、自由に、極端な答えを 変えたり他の質問を加えることができる。
	質問
	部屋の右側
	部屋の左側

	貴方は何型の人ですか。
	朝型
	夜型

	休暇を取るとしたら何処に行きたいと思いますか。
	浜辺
	山

	貴方はどれくらい空腹ですか。
	ぺこぺこの空腹
	満腹

	自分が有名人だとしたら、誰だったらよいと思いますか。
	マドンナ
	ヘレン･ケラー

	どちらのほうを飲みたいと思いますか。
	カフェイン無しの飲み物
	カフェイン入りの飲み物

	ペットを飼っていますか。
	飼っています
	飼っていません

	自分の利き手はどちらですか。
	右利き
	左利き

	どちらの目でウィンクしますか。
	右目
	左目

	一円玉が地面に落ちていたら、拾いますか、無視しますか。
	拾います
	無視します

	シートベルトを着用しますか。
	します
	しません


	封筒を開ける時、何を使用しますか。
	ペーパーナイフ
	手で破って開ける

	ライオンになって何年ですか。
	__ 年
	__ 年以上

	毎月、ライオンズの仕事にどれくらいの時間を捧げますか。
	10時間以内
	10時間以上

	もっとあれば良いと思うのはどちらですか。
	時間
	お金

	指導技能とはどちらだと思いますか。
	持って生まれるもの
	育成できるもの

	この研究会出席についてどのように感じますか。
	不安
	意欲的

	
	
	

	
	
	

	
	
	


情報源:  カール･ローンキ  Quicksilver （クイックシルバー） Dubuque, Iowa: Kendall/Hunt Publishing Company, 1995. Pgs. 172-174.

生きている年表
要約

この活動を通して、参加者は他の参加者と交わると共にライオンズクラブ国際協会の歴史における重要な日について学ぶことができる。

目的

ウォーミングアップ

時間

30分

適切なグループの大きさ

最高40人まで (これより大きなグループのためにはマイクを使うと良いかもしれない)

資料 (ライオンズクラブ国際協会から提供される)
· 年表に関する配布物 (40ページ) - (研究会で渡される)

手順

講師のメモ: この活動は、室内又は戸外の広々とした場所で行われる必要がある。
1. 各参加者に年表に関する配布物を配る。
2. 参加者に以下の指示を与える:

· 皆さんに差し上げた配布物には、ライオンズクラブ国際協会の歴史における重要な日が載っています。
· 皆さんの目標は、正しい順番に並べて、ライオンズクラブ国際協会の歴史の年表を作ることです。
· 正しい順序に並べたと思ったら皆さん各自にご自分の情報を読んでいただきます。
· 質問がありますか。
· 講師のメモ:  部屋の片側に1917年と表示し、反対側に2001年又は現在の年を表示する。
3. 順序に並べるための時間を 5～7分参加者に与える。 必要に応じて助力する。
4. それぞれ自分の情報をグループに読んで聴かせるよう、参加者に依頼する。
5. 時間があれば下記の質問を使って活動についてまとめる:

· 何か新しいことを学びましたか。
· ライオンズクラブ国際協会の歴史について知識があることは、ご自分や所属クラブにどのような影響を及ぼしますか。
· ライオンズクラブ国際協会の歴史を知っていることはなぜ重要ですか。
講師のメモ:  

この活動の後にライオンズクラブ国際協会の歴史のCDを配ると良いかもしれない。

ここでの責任者は誰か

要約

輪の真中に立つ参加者は、グループ活動を先導しているのが誰かを発見しなければならない。

目的

ウォーミングアップ/最初の活動
時間 

10分
適切なグループの大きさ 

20～30人の参加者
· この活動は、何カ国語のグループででもできる。 (指示を各国語に翻訳するための追加の時間を見計らう)

資料 (ライオンズクラブ国際協会から提供される)
· なし
手順

1. 参加者に輪になってもらう。立っていても良いし座っていても良い。
2. 第1参加者となってくれるボランティアを選び、その人に輪の真中に立ってもらう。
3. 下記の指示を与える:

· 第1参加者さん、目を閉じてください、と私が言ったら、そうしてください。
· 貴方が目を閉じている間に、私は指を差してリーダーになる第2参加者を、この輪の中から選びます。第2参加者は、それを受け入れることの認識として、うなずいてください。
· 第2参加者さん、貴方のリーダーとしての仕事は、一連の動きを通して他の参加者を先導することです。
· 貴方は言葉を話さずにこれを行います。つまり、グループの他の人にしてもらいたいことを実演するわけです。例えば、手をパチパチたたいたり、手をかいたり、お腹を撫でます。
· 目標は、先導しているのは誰かが第1参加者に分からないように、動作を変え続けることです。
· 第2参加者さん、貴方は、第1参加者が見ているときであろうとも、いつでも動作を変えてくださって結構です。

· 他の人は、誰かが動作を変えるのを見るまで同じ動作を続けるべきで、動作が変わったら、すばやくスムーズに新しい動作を始めてください。
· 皆さんは第2参加者を見る必要はなく、どの参加者を見ても良いのです。誰かが動作を変えたら、それはリーダーが別の動作を始めたという意味です。 

· 第1参加者がリーダーは誰かを言い当てるか、間違った推測をするまで、このゲームを続けます。第1参加者が正しい人を選び当てた場合には、第2参加者が次のラウンドのために輪の真中に立ちます。第1参加者が間違った人を選んだ場合、次のゲームのためには別の二人が選ばれます。
4. 活動を始める。希望する回数だけ、このゲームを続ける。
まとめ

· 真中に立った参加者に尋ねる:

· どのようにして従者と指導者を区別しましたか。
· ゲームの最中に作戦を変えましたか。変えた場合、変えることを思いつかせたのは何でしたか。
· 活動の間、どう感じましたか。
· 動作を先導したリーダーに尋ねる (第2参加者):

· 先導しているのが自分であることを第1参加者に発見されないようにするため、あなたは何をしましたか。
· 他の参加者に尋ねる:

· リーダーが誰かを第1参加者に発見されないようにしながら、皆さんはどのようにして動作に従いましたか。
· このグループの一部となって楽しい仕事で一緒に力を合わせることを、どう思いましたか。
情報源: (イジー･ゼセル) Playing Along (同調する) Whole Person Associates, Duluth.  1997

魔法のステップ

要約:

この活動の終わりに、参加者は、リーダーシップとチームの効力に必要な特質について一層理解を深めているだろう。

ここでの基本的な設定は、A点からB点に、その間地面に触れることなく到達することである。人々はA点に集合し、人数よりも一つ少ない数の小道具が与えられる。 (例えば9人の人が、八つの木の板をもらう)　チームの全員が安全にB点に到着しなければならない。
目的

最初の活動

時間 

55～60分
適切なグループの大きさ 
30～40人の参加者。これを15～20人の二つのグループに分ける。
この活動は、4～15人の参加者で行うのが実際には一番うまく行く。 他の参加者には静かに観察してもらうことができる。グループが大きければ大きいほど広い場所が必要となる。
(この活動は、同じ国語グループで行うのが最適である)
資料 (ライオンズクラブ国際協会から提供される)

川の淵を示すための2本のロープ又はテープ

この活動に参加する人一人につき小道具一つ:

· 木の板 (長さ約45cm)  または
· 四角に切ったカーペット
· ボール紙
手順

第1段階: 小道具と境界線を準備する。

1. 会議の前に、各板の端から端にテープをつけて、魔法のステップの設定をする。
2. 各板にリーダーシップの特質を書く。  (ライオンズ･リーダーシップ研究会の一部としてこれを使う場合には、例えば会合管理、委任、目標設立など、会議名を指導力の特質として選ぶことができる)

3. 境界線を記す。隔たりを渡るためにグループは小道具を再利用する必要があるよう、境界線と境界線の間隔を十分取る。境界線Aから小道具を一直線に並べて置き、それに90cm～150cmの間隔を更に加えて、境界線Bを決めるとよい。この間隔があるために、グループは力を合わせ、材料の幾つかを2度使うなど、自分たちの小道具をうまく利用しなければならない。
第2段階: この活動に参加するプレーヤーを選ぶ

1. グループを15～20人の参加者から成る更に小さなグループに分ける。
2. この活動に参加するプレーヤーを 決める。 

· この活動に参加するボランティアになりたい人は手を上げるよう、依頼する。その際、プレーヤーは、手や体を伸ばしたり腰を折り曲げるなど、身体的な動きができなければならないことを説明すると良いかもしれない。この活動のボランティアとならない人のためにも役目があることを説明する。
· 注意:  この活動のために企画されている魔法のステップの数 に基づいて、プレーヤーの人数が決まる。ステップの数より一人多くプレーヤーを選ぶことができる。例えば、10のステップがある場合には、11人のボランティアを選ぶことができる。ボランティアの数が11人に満たない場合には、チームにこの手順の次の部分でステップを取り除いてもらう。
3. ボランティアになってくれる人たちにお礼を言い、観察者に説明をする。
· プレーヤーとして選ばれなかった人は、観察者を務めます。活動中、話をしたり、指を差したり、合図をしてはいけません。しかし、プレーヤーの相互作用を注意して見守り、どのような相互作用が生じたか説明できるよう、準備をしてください。
第3段階: ナレーションとプレーヤーのガイドライン
1. プレーヤーに次の物語を聞かせる:  (自分独自のナレーションを自由に造ることができる)

· ｢皆さんは昨日の地に住む従者の部族であり、皆さんの指導者は唯一の舟(一人乗りの舟)に乗って機会の川を横切り、明日の地 に行きました。指導者は皆さんに、未知ではあれど明日の地は、夢にも思わなかったような偉大な繁栄、成功、そして富を皆さん一人ひとりに与えてくれるだろう、と言い残しました。皆さんの指導者は、機会の川を横切ることを可能にする魔法のステップを残して行きました。 (このステップに記された題名を紹介する) 　しかしながら、皆さんが従わなければならないガイドラインが幾つかあります｣
ガイドライン

· 部族に許されるステップの数は　　　です。皆さんはまもなくステップを選びます。
· ステップには常にしっかりとつかまっていなければなりません。ちょっとでも体との接触を失うと、ステップは川に飲み込まれてしまいます。
· 明日の地で必要とされる特別な技能と才能を部族のそれぞれ一人の人が持っているので、部族全員に川を横切らせなければなりません。
· チームの誰かが川に「触れたり落ちた」ら、チームは昨日の地に戻されます。
· 前にしか、進めません。
· 参加者の安全への気配りは、何時においても不可欠です。チームの安全が危うくなった場合には、チームは昨日の地に戻されます。
· 15分間でこの旅をしなければなりません。(状況によってはこの時間を短くしたり長くすることができる)

2. どの魔法のステップで旅をするか2分間で選ぶよう、グループに依頼する。(プレーヤーの合計人数よりも一つ少ない数のステップが許されることを忘れない。例えば10人の参加者 = 9のステップ)

3. 彼らが計画している間にメモをとり、事後報告の際に観察者と意見を交換することができる。
4. プレーヤーに伝える:

· ｢皆さんには、旅を計画する時間が3～5分与えられます。質問がありますか｣
5. 計画時間を3分、チームに与える。自分の観察事項をメモに取る。  3分経過したら、残りの2分の時間がほしいか尋ねる。
6. 計画時間がなくなったら、活動に進む。
第4段階: 活動中

1. 明日の地に向かって移動を始めるよう、グループに依頼する。安全性が危うくなっていないことを確認するため、注意して見守る。グループが危険なステップを取ろうとしていたら、そのグループを止める。
2. グループの誰かが魔法のステップとの接触を失ったら、そのステップを取り上げる。
3. 場合によってはグループに最初からやり直しさせる必要があるかもしれない。
4. 彼らの旅の間中メモを取り、事後報告の際に自分が観察したことをみんなに報告すると良い。
第5段階: 事後報告

案1:

1. 努力してもらったことへのお礼をグループに伝え、次の質問を使って、経験について報告を受ける。自分の観察事項で質問を始めても良いし、終えても良い。
· 板についていたラベルにはどのような効果がありましたか。
· なぜ川を渡りたいと思いましたか。
· 自分の指導者が、明日の地に対するビジョンを自分に与えてくれなかったらどうしたと思いますか。行ったと思いますか。
· 明日の地にもっと容易に渡るため、指導者は何ができたと思いますか。 (橋の建設)

· なぜ指導者が先に行ったのだと思いますか。
· 昨日の地にとどまるのも良いことだと誰か思いましたか。
· 計画時間は自分の役に立ちましたか。
· 計画を途中で変更することは、チームに害を与えましたか、役立ちましたか。
· 使用した効果的な伝達方法は何でしたか。
· 信頼はどのような役目を果たしましたか。
· 最良のグループ支援者又は応援者は誰であることが分かりましたか。その人たちは何故そうしましたか。それはグループをどのように助けましたか、又は邪魔しましたか。
· 活動中、誰がリーダー格を務めましたか。なぜですか。
· 指導力発揮を説明していると自分が思った挙動は何でしたか。
· このグループの中で指導者を務めることは難しかったですか。なぜですか。
· 良き指導者の特徴及び特質は何ですか。
· 計画の際、或いは川を渡っている間に新しいアイデアや違ったアイデアを出した人を、グループはどのように扱いましたか。
· 皆さんは全員、指導者のビジョンを受けとめましたか。 (はい、又はいいえ)
案2:

1.
一人ひとりに魔法のステップを与える。以下の質問をする。

· チームの誰かがこれらの特質を使うのを見ましたか。
· それはチームにどのように役立ちましたか。
· この特質は、ライオンズのリーダーシップにどのように重要ですか。
2.
自分の観察事項をみんなに話す。
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